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2025 年 1 月 29 日（水）ＴＫＰガーデンシティＰＲＥＭＩＵＭ京橋にて各支部の支部執行副委員長（パー 

トナー組合員）を対象とした「第１回全国支部執行副委員長（パートナー組合員）研修会」を開催し、55 名

が参加しました。近年パートナー組合員を取り巻く働き方は大きく変化しており、新たなＩＹとして人事処遇

制度の見直しに向けた議論が求められている中、2025 春季労働条件交渉における要求内容の策定に向けて、

パートナー組合員視点の声を集めました。また課題の共有や組合員同士のネットワークづくりを目的に開催し

ました。 

本研修会では、特別セミナーとしてＵＡゼンセン流通部門 木村様より「カスタマーハラスメント対策」や

「年収の壁」問題を中心にＩＹ労使だけでは解決できない職場課題をテーマに、私たちの上部団体であるＵＡ

ゼンセンとして取り組んでいる政策について講演いただきました。また、ＩＹの賃金制度・人事処遇制度につ

いて勉強会を行い、パートナー組合員に関わる各種制度の理解を深めました。後半のグループディスカッショ

ンでは、パートナー組合員の働き方に対する課題や、2025 春季労働条件交渉に向けた意見について、事前に

支部内でヒアリングをした内容を基に積極的な話し合いが行われました。 
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【セミナー内容】 

■ＵＡゼンセンについて 

■カスタマーハラスメント対策について 
・ＵＡゼンセン所属組合員対象の 2024 年カスタマーハラスメント

対策アンケート結果からわかる実態 

・国政・行政の取り組みについて 

■年収の壁について 
・年収の壁とは 

・ＵＡゼンセンが考える課題解決にむけた方向性 

                    他 

特別セミナー 

ＩＹ労使だけでは 

解決できない職場の課題について 

 

 

 
【勉強会内容】 

■賃金の基礎知識 
地域別最低賃金、特定最低賃金 

■ＩＹの賃金制度 
パートナー組合員の賃金体系 

■人事制度変遷 
2019 年 パートナー社員人事処遇制度改定 他 

賃金・人事処遇制度勉強会 

 

【テーマ１】パートナー組合員の「働き方」について課題に感じていること 

・人員不足も重なり、担当以外の業務が増えて本来の業務が滞ってしまっている。 

応援を優先し、残業が発生しており、悪循環が続いてしまっている。現場は疲弊している。 

・ＩＹは元日店休する店舗と、営業する店舗がある。競合他社を中心に元日店休の導入が 

 社会的に進んでいるなかで、ＩＹはいまだ実施されていないこと対する。 

 もし元日営業を継続するのであれば手当が欲しい。 

【テーマ２】2025 春季労働条件交渉に向けて、 

支部で挙がっている「パートナー組合員の声」 

・評価本人給の分離を求める。個人の評価給が最低賃金の上昇により相殺されてしまうので 

本来の目的と異なるのではないか。早急に改善してほしい。 

  ・基本給に評価本人給が含まれるのはおかしい。本人基礎時給が最低賃金を下回っているので、 

評価本人給は基本給と別にしてほしい。 

 ・有給休暇が取得しづらい環境にある。また取得に際しても店間・部門間格差があると感じる。 

・キャンペーンチケットが配布されるが、セルフレジで使用できないなど制限があることが課題である。 

レジの改修やもしくはキャンペーンチケットに代わる従業員割引を新たに作ってほしい。 

 

グループディスカッションで挙がった組合員の声（一部抜粋） 


